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1．東京本部の活動報告

～受託事業～

地球温暖化分野の連携拠点における事務局運営
防災情報の提供と啓発に関する検討業務
津波避難推進に係る調査業務
津波映像作成支援
平成19年台風9号調査業務
浅間山アンケートデータ整理業務
伊豆諸島先史時代遺跡の研究－考古学と火山学の学際的研究

～自主事業～

平成19年中越沖地震被害調査
カリフォルニア州地震安全委員会研究調査支援
風水害情報ガイドブック（増刷分）販売
世界災害報告（国際赤十字赤新月社連盟）2007執筆



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 地球温暖化分野の連携拠点における事務局運営（受託：気象庁） 

要旨 「地球観測の推進戦略」（総合科学技術会議）を受け、気象庁と環境省が

共同で設置した「地球温暖化観測推進の事務局」（つくば国環研内）運営。

分類 一般国民、ボランティア団体、一般企業、ライフライン機関、マスメディ

ア、医療機関、地方自治体、政府等の複合領域分野における環境保全と防

災に関する連携調整。 

内容 効率的・効果的な地球観測を推進するために設置された、地球温暖化分野

の連携拠点事務局運営業務。本年は、専門家による３回の委員会と、国内

ワークショップ１回、国際ワークショップ１回、関係府省・機関の連絡会

議１回の開催および開催支援を実施。各会議開催にあたり、資料等作成、

つくば市の事務局作業サポート、関係府省・機関の連携調整などの役割を

担った。 
 
 
第１，２，３回地球観測推進委員会（４月、８月、１月） 
国内ワークショップ（８月） 
国際ワークショップ（３月） 
第１回関係府省・機関連絡会議（３月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

付記 各種会議を通じて、地球温暖化に関する最新の知見を広めることができ

た。 

 

 

国際ワークショップ 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 防災情報の提供と啓発に関する検討業務（受託：近畿地方整備局） 

要旨 近畿地方における防災・危機管理分野に関連する行政機関、ライフライ

ン等多様な主体の連携のあり方について、既往の災害事例や研究事例等を

の検討を実施。 

分類 一般国民、ボランティア団体、一般企業、ライフライン機関、マスメディ

ア、医療機関、地方自治体、政府等の複合領域分野における環境保全と防

災に関する連携調整事業 

内容 

 

 
 
 

 

写真 意見交換会風景 
 

災害時の情報伝達における行政（近畿地方整備局）および報道機関の課

題の抽出、ならびに的確な情報伝達を実現するための連携方策の検討。 

報道機関と行政の連携方策について今後の実施方針を検討。 

 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 津波避難推進に係る調査業務（受託：内閣府防災担当） 

要旨 2006 年～2007 年 1 月にかけて２度発生した千島列島沖地震津波に

おいて、津波警報による避難者が非常に少なかったことを受け、「避難に

向けた住民意識の向上」を目的とした、住民や地方自治体などへの意識調

査等を実施。避難に対する住民の意識向上に資する施策を検討。 

分類 環境保全と防災に関する調査・研究・技術開発・政策提言 

内容 津波避難を推進するに当たり、以下の作業を行った。 

・ 資料収集および資料整理 

- 津波避難推進施策に関わる国内論文文献を集中的に収集し、避難

に向けた住民の意識の向上に役立

つと思われるポイントを抽出。 

- 国外の参考例もまとめた。 

・ 住民及び地方自治体などへの意識調査 

- 千島列島沖地震津波で津波情報が

出された市町村すべてに対するア

ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 ( 回 収 率

100％)。 

- 釧路市、標津町、浜中町、厚岸町、

北見市常呂に対して面接調査を実施。 

- 釧路市、標津町、浜中町、厚岸町、根室市の津波危険地区におい

て住民アンケートを実施(サンプル数 400)。 

- 釧路市、標津町、浜中町、厚岸町において、住民への面接調査を

実施（自治会を通じたインタビュー及び悉皆調査）。 

・ 避難推進に向けての対策の提言 

・ 得られたアンケート及び面接調査の結果をまとめ、避難推進に向けて

の対策を検討した。 

 

 

 

厚岸町での住民面接調査の様子 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 津波映像作成支援（和歌山県） （受託：民間） 

要旨 和歌山県の小学生高学年を対象にした津波防災啓発のための映像及び

解説書の作成支援。 

分類 一般国民、ボランティア団体、一般企業、ライフライン機関、マスメディ

ア、医療機関、地方自治体、政府等の複合領域分野における環境保全と防

災に関する連携調整事業 

内容 

 

和歌山県の小学生高学年を対象にした津波防災啓発の映像資料（ＤＶ

Ｄ）と映像資料解説書を作成。 

作成にあたり設置された有識者及や学校教諭を交えた検討会を支援。 

現地での津波遺構の調査や津波災害の実体験のあるＣｅＭＩスタッフ

の経験を生かした資料を作成。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

写真 浜口梧稜の像 
（現地調査時撮影） 

写真 稲むらの火の館 
（現地調査時撮影） 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 平成 19 年台風 9 号調査業務（受託：河川情報センター） 

要旨 平成 19 年度風水害用語改正に伴う効果の調査を目的とした、東北地方

における「平成 19 年台風 9 号災害・秋雨災害」に関するアンケート等

調査の企画・実施。 

分類 環境保全と防災に関する調査・研究・技術開発・政策提言 

内容  風水害用語改正後の本格的な水災害となった

平成 19 年台風 9 号災害及び平成 19 年 9 月秋

雨前線による東北地方における災害に関し、洪

水情報を出した河川事務所、及び対象となった

自治体にアンケートを実施し、改善の効果をま

とめた。京浜河川事務所、荒川河川事務所、平

塚市、世田谷区、及び深谷市には訪問ヒアリン

グも実施している。 

 

【河川事務所アンケート】 

 対象：12 河川事務所 回収率 100％ 

【台風 9 号自治体アンケート】対象：104 市区町村 回収数：73（回収率 70.1９％）

【東北秋雨前線自治体アンケート】対象：18 市町村 回収数：14（回収率 77.78％）

また、実際に避難情報が出された自治体のうち、埼玉県深谷市の本田坂

下・川本明戸・田中南の住民にもアンケートを実施し、とりまとめた。 

【住民アンケート】 配布数：140 回収数：105 サンプル（回収率：75％） 

付記 東洋大学社会学部関谷研究室と共同実施。 

昨年 CeMI が編集・発行した「風水害情報ガイドブック」は、風水害用語

改正に準じており、風水害用語の理解を普及する活動の可能性・及び効果

を図る一助となるものである。 

 

埼玉県深谷市の被災地区 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 浅間山アンケートデータ整理業務（受託：民間） 

要旨 浅間山を訪れる登山客及び周辺住民の安心安全のため、ＩＣＴ（携帯電

話）を活用し火山・気象情報の配信の実証実験(プレ実験)を実施。また、

登山客のニーズ調査を携帯電話のポータルサイト上において収集整理。 

分類 環境保全と防災に関する調査・研究・技術開発・政策提言 

内容 浅間山における【安心安全】を増進させるに当たり、いつでもどこでも

必要な情報を入手できる仕組みづくりを目的に、浅間山ハイカーを対象と

して携帯電話のポータルサイトを利用した入山・下山管理及び情報配信の

実証実験を実施。また、利用者に対してアンケートをとり、ICT による火

山・気象情報の可能性と課題についてまとめた。 

付記 次年度は、地元関係機関を加えた協議会を設立。取り組みが地域主体で本

格実証実験、及び運営が図られるよう支援を予定。ポータルサイトの充実

を図る。 

開発に当たり、NTT ドコモ、小諸市役所、利根水系砂防事務所、気象庁

と、様々な分野との連携を図った。 

ＩＣＴを活用したアイディアはＣｅＭI によるものである。また松尾事務

局長は専門月刊誌「河川」への寄稿や、国土交通省のユビキタス委員会に

おいて、この取り組みを広く紹介している。 

 

登山時

登山道入り口に設置したリーダーライ
タをかざしサイトアクセスし登山登録

下山時

登山道入り口に設置したリーダーライ
タをかざしサイトアクセスし下山登録

空メール送信 サイトアクセス 個人情報入力 登山登録

メールアドレスを確実に入手するため、空メールを利用します。

送信メール

To：asama-
touroku@・・・
・・・

：浅間山実
証実験登録
（入山）

そのまま送信
してください。

送信メール

To：asama-
touroku@・・・・・・

：浅間山実証実
験登録（下山）

そのまま送信してく
ださい。

登録

登録

送信メール

To：asama-
touroku@・・・・・・

：浅間山実証実験登録
（入山） 入山登録のご協力
ありがとうございます。気を
つけて山登りをお楽しみ下
さい。なお、本実証実験で
は下山確認まで行っており
ます。下山後、登録のご協
力をお願いいたします。
登録はｺﾁﾗ
⇒ http：//・・・・・

 

入山・下山登録の仕組み 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 伊豆諸島先史時代遺跡の研究－考古学と火山学の学際的研究 

（受託：三菱財団研究助成） 

要旨 三宅島火山におけるカルデラ形成噴火で埋没した弥生時代の遺跡の発

掘調査及び、発掘結果の普及啓発活動。 

分類 環境保全と防災に関する調査・研究・技術開発・政策提言 

内容 

 

 

 

 

 

    

    写真 発掘調査風景    資料 発掘調査発表会ポスター 

 

2000 年噴火同様、カルデラ形成噴火により埋没した弥生時代の遺跡

を発掘調査し、当時の人間と自然との噴火の影響について研究した。調

査・研究結果は『Cities on Volcano 5』で発表し、発掘調査チームで発

掘調査発表会の開催・運営も行い、学術的にも広く貢献した。 

 

 

 

 

 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 H19 中越沖地震被害調査（自主事業） 

要旨 平成１９年７月１６日に発生した中越沖地震の被害状況を調査するた

め、現地で被害状況の視察・調査を行った。 

分類 環境保全と防災に関する調査・研究・技術開発・政策提言 

内容 

 

 

 

  

 

 

     
 

 

 

 

平成１９年７月１６日に発生した新潟県中越沖地震の被災地・被災状況

の予備調査及び、現地調査を行った。現地調査においては、地震による被

害状況に加え、行政の対応、インフラへの影響、住民生活などを視察した。

 

 

写真 倒壊した神社 
（番神地区） 

写真 倒壊した家屋 
（東本町地区） 

写真 折れた煙突 
（クリーンセンター） 

写真 土砂で埋もれた駅と

その周辺（青海川地区） 



 
青海川駅（柏崎市）にて 

平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 カリフォルニア州地震安全委員会研究調査支援 

（自主／カリフォルニア州地震安全委員会） 

要旨 CeMI が交流を図ってきたカリフォルニア州地震安全委員会（事務局長：

マッカーシー理事）の主催で、平成１６年中越、平成１９年中越沖地震の

被災状況と対策の視察と、日本における地震対策調査を目的に、関連機関

を訪問。CeMI は調査団訪問前・訪問時の機関調整を実施。 

分類 環境保全と防災に関する調査・研究・技術開発・政策提言 

内容 平成 19 年 11 月 3 日から 10 日の日

程で、カリフォルニア州総務局ロサリ

オ・マリーン長官を団長とする一行が来

日し、CeMI は全訪問の日程調整（東京・

新潟に関しては東京事務所、静岡に関し

ては川端理事が担当）、東京・新潟におけ

る訪問調査に関しては事務局員が同行

し、資料収集のほか、会議通訳等を行っ

た。米国側のアレンジの中心となったグ

ナ理事、地震安全委員会のマッカーシー理事を含め、事務局員と地震安全

委員会のよき交流の場ともなった。東京・

新潟における訪問先は以下の通り。 

 

 

 

【東京】気象庁（緊急地震速報に関して）、内閣府

防災担当（中越沖地震の対応に関して）、東京海上

日動（緊急地震速報の民間における活用に関して）、

本所防災館（防災教育に関して）、損害保険協会（地震保険に関して） 

【新潟】新潟県庁（県知事・防災担当者と中越・中越沖地震に関して懇談）、柏崎市（副

市長・防災担当者と懇談、被災地視察）、リケン株式会社（被災時の企業対応に関して）

＊訪問に関して、新潟新聞、及び新潟のテレビでもニュースとして取り上げられた。 

 
内閣府（防災担当）訪問 



平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 風水害情報ガイドブック(増刷分)販売（自主事業） 

要旨 昨年 CeMI が出版をした、「わかりやすい風水害情報ガイドブック」の

継続販売 

分類 防災機関及び住民への防災用語改善啓発 

環境保全と防災に関する書籍等の出版・販売 

内容  

 

 

改訂版「わかりやすい風水害情報ガイドブック」は、平成１８年度に国

土交通小河川局及び気象庁が発表した防災用語改善に関する取組みなど

を、「風水害情報ガイドブック 第一版」（平成１６年７月発刊）に反映さ

せたものである。 

 

 



 

平成 1９年度 活動報告（東京） 

名称 世界災害報告(国際赤十字赤新月社連盟)2007 執筆 

（自主事業) 

要旨 世界災害報告 World Disasters Report 2007 の執筆 

分類 ― 

内容  世界災害報告 World Disasters Report は国

際赤十字赤新月社連盟（IFRC）により 1993 年

以来毎年発行され、世界各国で発生した主要な災

害をその年のテーマに沿って検証するものであ

る。過去の災害の統計・分析が併せて掲載されて

おり、災害について論じる世界唯一の年刊として

資料的価値が高いものとされている。 

 本 年 、 2007 年 度 の テ ー マ は 【 差 別

Discrimination】であった。人権の専門家を中心に当初は執筆者が割り振

られたが、インド洋大津波で特に問題になったマイノリティへの差別と災

害に関しては、当初の執筆者による草稿が「災害救援・対応のオペレーシ

ョンが踏まえられていない」、「例示がインド洋大津波ばかりであり、地域

的バランスが悪い」という問題があり、赤十字として、テクストを大幅に

書き直す第二執筆者を探す必要性が生じ、マイノリティの権利の専門であ

る東京事務所所属の研究員・中村隼人に IFRC から依頼があり、執筆

（Chapter.2）を急遽行った。 

 Chapter.2 の最後には著者紹介があり、英文で CeMI の名前も記入され

ている。内容に関しては、各所から好評を得ている。また、報告書の要約

は現在フランス語、スペイン語、アラビア語、スウェーデン語等に翻訳が

されており、日本赤十字社によると日本語への翻訳予定があるとのことで

ある。要約版に記載されるコラムに、中村執筆のコラムが採用されたこと

もあり、要約版にも CeMI の名前が記載されている。 

 報告書は http://www.ifrc.org/publicat/wdr2007/summaries.asp からダ

ウンロードが可能。 

 

 
アラビア語による「CeMI」の正式名称記載部分 



2．北海道支部の活動報告

～受託事業～

伊達市防災アドバイザー
札幌市防災リーダー育成支援活動
樽前山周辺地域における防災啓発活動
樽前山火山活動時における初動対応検討会
沙流川流域における住民主導型環境・防災活動の支援
有珠山地域における火山と共生した「みち」づくり有識者会
議の開催・運営
苫小牧市民防災講座 企画・運営
雌阿寒岳火山噴火対応計画検討会
豊平川上流地区における地域防災力向上の支援活動
1977年有珠山噴火30周年記念フォーラム 企画・運営
洞爺湖周辺地域エコミュージアムの推進支援
樽前山における普及啓発資料（パネル）作成支援活動

～自主事業～

ニュージーランド・日本合同フォーラム 企画・運営
有珠山ガイドブック改訂版の作成
災害情報研究会 企画・運営
1977年有珠山噴火30周年記念パネル 企画・作成
自治体広報紙への防災記事の寄稿
火山都市国際会議（ＣＯＶ５）への参加




